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当
初
予
算
　財政課　28-6007

予算総額 658 億 600 万円
一般会計 409 億 6,000 万円（前年度比＋ 2.0％）　特別会計 248 億 4,600 万円（前年度比＋ 2.5％）

項目 予算額（千円）

 人件費 7,363,093　

 扶助費 7,708,472　

 公債費 4,893,789　

 普通建設事業費 7,915,503　

 災害復旧費 416,590　

 物件費 5,411,775　

 貸付金 268,400　

 維持補修費 275,693　

 補助費等 2,484,881　

 繰出金 4,076,236　

 その他 145,568　

合計 40,960,000　

歳出（性質別）

項目 予算額（千円）

 市税 15,056,500　

 分担金及び負担金 548,730　

 使用料及び手数料 834,338　

 諸収入などの収入 918,078　

 繰入金 1,032,000　

 地方交付税 5,960,000　

 地方譲与税 330,000　

 その他の交付金 1,840,000　

 国・県支出金 7,058,954　

 市債 7,381,400　

合計 40,960,000　

歳入

一般会計予算（409 億 6,000 万円）の内訳

自主

財源

44.9％

依存

財源

55.1％

義務的
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48.7％

その他
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31.0％
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0.7％
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貸付金
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9.9％
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18.8％

公債費
11.9％
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18.0％

普通建設事業費
19.3％

その他 0.4％

市税
36.8％

分担金及び
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使用料及び
手数料 2.0％

諸収入などの収入 2.3％

繰入金 2.5％
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14.6％

国・県支出金
17.2％

市債
18.0％

その他の交付金 4.5％
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0.8％

20.3％
災害復旧費

1.0％



令和元年度当初予算の主な事業

■三島小学校整備事業

[ 継続 ]約 2 億 1,100 万円

　三島小学校の空き教室を改修し、県立新居浜特別支援

学校分校を開校することで、新居浜市までスクールバス

で通学している児童などの負担軽減を図ります。

■生活困窮者家計改善支援事業

[ 新規 ]約 930 万円

　家計に問題を抱える生活困窮者からの相談に応じ、解

決すべき課題などを調査・把握したうえで、家計改善の

支援を行います。

■浸水対策事業

[ 継続 ]約 5 億 1,200 万円

　近年、市街地化の進展や気候変動に伴う集中豪雨の発

生により浸水被害が多発しています。

　地域防災計画に基づき、防災・減災の観点から水路施

設の整備を推進することで市民の安全性の向上に努めま

す。

■川之江地区整備事業

[ 継続 ]約 7億 4,700 万円

　川之江地区まちづくり計画に基づき、平成 27 年度か

ら 5 か年計画で取り組んできた本事業は、今年度が事業

最終年度となります。

　事業の総仕上げに向けて、川之江ふれあい交流セン

ター広場整備などを推進します。

■市民文化ホール建設事業

[ 継続 ]約 21 億 6,100 万円

■市民文化ホール開館記念事業

[ 新規 ]約 3,500 万円

　市民交流の場として整備を進めてきた市民文化ホール

（しこちゅ～ホール）が、8月 23 日に開館します。

　開館から１年間をオープニング期間として位置づけ、

市民の皆さまに文化芸術に触れる機会を提供するための

事業を推進します。

■新庁舎建設事業

[ 継続 ]約 23 億 700 万円

　9 月に予定している立体駐車場の完成をもって新庁舎

建設事業が完了します。

　市民の皆さまの安心・安全な暮らしを支える庁舎とし

て、また、親しみやすく多様な活用ができる庁舎として

活用します。

■社会資本整備総合交付金事業

[ 継続 ]約 3億 4,900 万円

　国の社会資本整備総合交付金や合併特例債、過疎債な

どを活用して、社会インフラ（道路、橋りょうなど）の

整備を推進します。

ほかにも次の事業を行います

○企業立地促進事業（約 5,100 万円）
○ブランド力向上事業（100 万円）
○地方創生推進事業（約 1,800 万円）
○地域おこし協力隊事業（約 2,400 万円）
○空家等対策事業（約 800 万円）
○がけ崩れ防災対策事業（1,600 万円）
○多子世帯支援事業（約 600 万円）

○紙のまちの子育て応援乳児紙おむつ支給事業
（約 3,900 万円）
○外国青年招致事業（約 4,200 万円）
○新宮小規模特認校事業（約 1,600 万円）
○学校給食センター建設事業（約 4,600 万円）
○金生公民館新築事業（約 2億 9,300 万円）
○東予東部圏域振興イベント（約 5,300 万円）　など

立体駐車場完成時の全景（イメージ）


